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１．設⼯認申請に係る対応状況（全般事項）

 事業変更許可申請及び技術基準との整合性を踏まえた、設工認申請書記載事項の整理、
設工認申請対象設備の明確化に資する資料の事実確認を踏まえ、提出資料の品質向上
（コメントに対する横断的な対応等）と審査・事実確認における対応⼒向上を目的とし、改善
策を検討。

 設⼯認対応の改善策として、以下を実施。
 再処理/MOXの部⾨横断的管理を実現する体制強化（設工認総括責任者の配置）
 資料品質向上のための業務フローの⾒直し（レビュー⽅法の改善等）
 各部署の対応⼒向上を目的とした社内外⽀援の充実（電⼒、社内ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ）
 コミュニケーションと作業性向上のための執務箇所の集約

 改善策を踏まえ、設工認申請書記載事項の整理、設工認申請対象設備の明確化（各条文
共通09別紙）を完了するよう、各資料の事実確認を実施。
 コメントに対する横断的な対応方針を示す（11月25日）とともに、条文毎の特徴を踏ま
えた対応結果を確認頂くことで「基本設計⽅針」を確定していく。

 基本設計方針と申請対象施設を紐づける共通方針を説明（12月3日）。代表設備を
⽤いた網羅性の検証プロセスを確認頂き、展開することで申請対象設備を確定していく。

 上記の改善策を踏まえて、ＭＯＸ燃料加工施設を先⾏して資料準備、再処理施設に展開し
て、補正申請にむけた作業に取り組む。


